
回答 No:«No» 

令和８年８月吉日 

雲南市内の経営者の皆様へ 

中国経済産業局 産業部 経営支援課 

雲南市役所 産業観光部 商工振興課 

「経営の現状と今後の展望についてのアンケート調査(事業承継に関する意向調査）」 

のご協力について（依頼） 

 

 平素より、経済産業行政及び本市の商工・産業行政にご理解とご協力を賜り、御礼申し上げます。 

さて、近年、後継者不在による事業承継問題が注目される中、中国地域は、北海道地域に次いで２番目に後継

者不在率が高く、事業承継支援が求められる地域であると言えます。そこで、地域産業経済の活性化、雇用創

出、地域社会の機能維持に重要な役割を担う市内事業者の経営者の皆さまを対象に、事業承継の現状や課題、

承継の支援に関するニーズなどを把握するためのアンケート調査を実施することといたしました。 

お忙しいところ恐縮ですが、調査の趣旨をご理解の上、忌憚のないご意見をお聞かせいただければ幸いです。

何卒ご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

【ご回答方法】 

ご回答は、以下、いずれかの方法をお選びください。 

1. 郵送：ご回答後、調査票に同封した封筒をご利用の上、 

本調査の受託機関「株式会社バトンズ」までご返信ください（切手は不要です）。 

2. インターネット：以下 URL または QR コードより 

ご回答ください（紙の調査票のご提出は不要です）。           

URL：https://www14.webcas.net/form/pub/gr2/unnan 

【ご回答期限】 

・郵送にてご返信いただける場合、令和８年 9 月 18 日（金）までにポスト投函をお願いいたします。 

・インターネットにてご回答いただける場合、9 月 18 日（金）までにインターネット回答を終了していただ

くようお願いいたします。 

＜本調査に関するお問合せ先＞ 

○調査票についての質問・回答方法について 

■本調査の受託機関：株式会社バトンズ（担当：原田・則竹） 

〒108-0075 東京都港区港南１丁目８－２３ Shinagawa HEART 10 階 

TEL：0120-998-603 メールアドレス：gr@batonz.co.jp 

○調査の趣旨について 

■調査実施機関：経済産業省 中国経済産業局 産業部 経営支援課（担当：山崎、苅谷） 

 TEL：082-224-5658 メールアドレス：bzl-chugoku-shoukei@meti.go.jp 

 

※本調査は総務省の事業所母集団データベースを活用し、本調査の対象となる事業者様に送付し

ております。令和６年経済センサス-活動調査等の調査票情報を用いて整備した情報であるため、

現在のご活動状況と異なる場合がございますことをご了承ください。 



 

経営の現状と今後の展望についてのアンケート調査 

（事業承継に関する意向調査） 

事業者名または屋号： 代表者職名及び氏名 

※ 代表者様にご回答いただくようお願いいたします。 

事業所の住所：〒 

代表者の年齢： 

□30 歳未満 □30～39 歳 □40～49 歳  

□ 50～59 歳 □ 60～69 歳 □ 70～79 歳 □ 80 歳以上 

連絡先： 

 電話番号（                ） 

 メールアドレス（               ） 

※ 代表者の携帯電話等、直接ご連絡可能な連絡先をご記入ください。 

業種： 

□ 製造業   □ 建設業   □ 卸・小売業   □ 飲食業 

□ サービス業（飲食業以外）   □ 農業・林業  □ 医

療・福祉 

□ その他（                  ） 

従業員数： 

□ 0 人（従業員はいない） □ １～5 名 □ 6～10 名 

□ 11～20 名 □21～50 人 □51～100 人 

□101～300 人 □301 人以上 

創業時期： 

□ 明治 □ 大正 □ 昭和 □ 平成 □ 令和 

（    ）年頃 

現在の代表者について： 

①創業者から数えて（   ）代目  

※創業者ご本人の場合は「１」とご記入ください 

②代表者に就任してから、おおよそ（   ）年 

アンケートは、同封の返信用封筒でご返送あるいは、 

下記 WEB フォームよりご回答いただくことも可能です。 

■WEB フォームによる回答方法  

下記 URL 又は二次元コードより、申込フォームにアクセスの上、ご回答いただけます。 

【URL】https:// www14.webcas.net/form/pub/gr2/unnan 

問１．売上規模について、該当する状況に☑をおつけください。(単一回答) 

□ ①0～1,000 万円未満  □ ②1,000 万円以上～3,000 万円未満  □ ③3,000 万円以上～5,000 万円未満 

□ ④5,000 万円以上～10,000 万円未満  □ ⑤10,000 万円以上（      万円） 

 

問２．今後の見通しについて、該当する状況に☑をおつけください。(複数回答) 

□ ①成⾧が見込まれる  □ ②現状維持  □ ③⾧期的には不安がある  □ ④減少が見込まれる 

□ ⑤廃業等も検討している  □ ⑥その他（                     ） 

 

問３．事業承継について、該当する状況に☑をおつけください。(単一回答) 

□ ①すでに後継者が確定している  □ ②後継者候補はいるが、確定していない 

□ ③後継者も後継者候補もいない  □ ④事業を引き継がせることを考えていない  □ ⑤未定 

 

 



経営の現状と今後の展望についてのアンケート調査（つづき） 
 

問４．今後の事業承継について、一番近いお考えに☑をおつけください。(単一回答) 

□ ①まだ今は決める必要がない（考えていない）  □ ②社外の第三者に事業を譲りたい（Ｍ＆Ａ含む） 

□ ③子や孫などに事業を譲りたい（親族内承継）  □ ④従業員等に事業を譲りたい（従業員承継） 

□ ⑤廃業したい  

□ ⑥その他（                                  ） 
 

問５．上記問４で②～⑥と回答した方に伺います。事業承継や廃業の時期はいつ頃とお考えでしょうか。 

（およそ   年以内） 

 

問６．事業承継を行うにあたり、障壁や課題に感じること全てに☑をおつけください。(複数回答) 

□ ①後継者がいない  □ ②後継者の育成が進まない  □ ③事業承継の適切な時期がわからない 

□ ④自社株の評価額  □ ⑤相続税、贈与税等の税金対策  □ ⑥借入金や債務保証の引継ぎ 

□ ⑦取引先や顧客への説明が難しい  □ ⑧従業員の理解が得られるかどうか不安 

□ ⑨何から手を付ければよいのかわからない  □ ⑩忙しいので考える余裕がない 

□ ⑪相談できる人がいない  □ ⑫特にない  □ ⑬その他（               ） 

 

問７．事業承継を含む経営上の課題について、相談できる機関はありますか。当てはまるもの全てに☑をおつ

けください。(複数回答) 

□ ①商工会   □ ②商工会議所   □ ③金融機関   □ ④税理士   □ ⑤弁護士 

□ ⑥他の専門家やコンサルティング会社   □ ⑦事業承継・引継ぎ支援センター（経済産業省が設置する公的相

談窓口） 

□ ⑧親族・知人・友人   □ ⑨相談先が見つからない 

□ ⑩その他（具体的に：                    ） 

 

問８．事業承継に関して、事業承継・引継ぎ支援センターに個別相談をしたいとお考えでしょうか。一番近い

お考えに☑をおつけください。(単一回答) 

□ ①具体的に相談してみたい   □ ②興味はある（話は聞いてみたい）   □ ③特に必要ない 

※①もしくは②をご回答いただいた方におかれましては、本アンケートに記載された「ご連絡先」まで直接ご連絡

させていただく可能性がございます。あらかじめご了承ください。 

 

問９．事業承継の支援策として利用したいもの全てに☑をおつけください。(複数回答) 

□ ①行政・支援機関からの情報提供   □ ②勉強会・セミナー   □ ③補助金  □ ④専門家派遣 

□ ⑤その他（                   ） 

 

問１０．事業承継に関し、知りたいことやご意見があればご自由にお聞かせください。 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 



【個人情報の取り扱いについて】 

・個人情報の項目：（ご回答者の）所属、職名、氏名、電話番号、メールアドレス、ご回答内容 

・情報の共有先：※以下①～③の機関に共有いたします。 

  ①中国経済産業局 産業部 経営支援課  ②雲南市 産業観光部 商工振興課 

  ③県内の事業承継・引継ぎ支援センター（問 8 で①、②をご選択いただいた場合に限る） 

・情報の利用目的：※以下①～③の目的において使用し、それ以外には使用いたしません。 

  ①本調査の集計・分析及び事業承継に関する支援施策の検討  ②個別相談に向けた対応 

  ③事業承継に関する情報（セミナー・相談会の案内や支援策の情報等）のご案内 

 


